
 

図 1 SignGlove 最終版：左は手の甲の写真、

右は掌の写真 
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１ 研究の概要 

場所を選ばず、自由に健常者とコミュニケーションを取ることは、ろうあ者たちの夢です。

本研究のSignGloveは、その夢の実現に一歩近づけるものです。 

 

２ 研究の目的と背景 

ろうあ者が日常生活で手話を使用してコミュニケーションを取る際、健常者との意思疎通に

困難を伴うことがあります。これを解決するために、手話を自動で認識し、リアルタイムで

通訳する技術の開発が求められています。 

本研究は、手話通訳を支援するための「SignGlove」というデバイスを開発し、ろうあ者と

健常者のコミュニケーションを円滑にすることを目的としています。SignGloveは、手話の

動作をリアルタイムで認識し、音声やテキストに変換する装置です。 

 

３ 研究内容 

（１）手話認識用データグローブSignGloveの開発 

SignGloveの開発は、手話をリアルタイム

で認識するためのデータグローブを作成す

ることを目指しています。初期段階では、

ブレッドボードとRaspberry Piを使用した

V1から始まり、PCB基板を導入したV2、

最終的には100個の圧力センサーを手袋に

実装したV3まで改良が進められました。最

新バージョンのV3では、手袋のデータ収集

に必要な機能をすべて搭載した回路基板を

研究開発することにより、SignGloveの小

型化と携帯性を実現しました。防水、防塵、

耐久性などについては、機能改善の必要が

ありますが、現段階の完成品は小型化や軽量化、および装着の快適性において優れています。

さらに、手話単語認識訓練のための大量のデータ収集実験により、連続使用の信頼性が十分

に検証されています。 

 

（２）手話認識手法の開発 



 
図 2 SignGlove で認識できる日本手話単語の例 

手話認識手法の開発では、まず手話動作のデータを大量に収集し、機械学習モデルの訓練に

使用しました。具体的には、ひらがな50個、小文字9個、半濁点5個、数字13個、その他14

個の合計91個の指文字データを用いてモデルを訓練し、手話単語の認識率を高めるための

アルゴリズム改良を行いました。その結果、60個の手話単語における認識精度はTop1で91%、

Top5で97%を達成しました。これにより、SignGloveが収集したデータを用いて、手話をリ

アルタイムで正確に認識し、音声やテキストに変換する能力が大幅に向上しました。 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

本研究で開発された手話認識用データグローブSignGloveと手話認識手法は、ろうあ者と健常者

のコミュニケーションを革新するツールとなることが期待されます。SignGloveを使用することで、ろ

うあ者が手話で表現した内容をリアルタイムで音声やテキストに変換し、健常者と円滑にコミュニ

ケーションを取ることが可能となります。これにより、日常生活の中で手話通訳者が不在の場合で

も、公共の場や職場、教育機関などでのコミュニケーション障害が大幅に減少します。 

さらに、SignGloveは教育現場での手話学習ツールとしても活用できます。学生や教職員が手話を

学ぶ際に、このデバイスを使用することで、より効果的に手話を習得することが可能です。また、

医療機関では、医師や看護師がろうあ者と直接コミュニケーションを取る際のサポートツールとし

て利用でき、患者のケアの質を向上させることが期待されます。 

ビジネスの現場でも、SignGloveは大きな可能性を秘めています。ろうあ者が働く職場で、このデバ

イスを使用することで、ミーティングやプレゼンテーションに参加しやすくなり、職場でのコミュニケ

ーションの向上とインクルージョンの促進が図られます。また、顧客対応においても、ろうあ者の顧

客がより良いサービスを受けられるようになります。 

全体として、本研究の成果は、ろうあ者の生活品質を向上させ、社会全体のインクルージョンを推

進する重要な一歩となるでしょう。ろうあ者と健常者の間のコミュニケーション障害を解消すること

で、多様性を尊重する社会の実現に寄与します。 



 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

今回の研究は、これまでの研究歴の延長線上に位置し、研究者の専門性を最大限に活用した

応用研究の一つです。これにより、手話認識技術の実用化が進み、社会的インクルージョン

の促進に寄与することが期待されます。今後の研究では、SignGloveのさらなる改良と他の

応用分野への展開が視野に入れられており、持続的な技術革新と社会貢献が目指されます。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

データグローブを利用した手話認識システム 

    

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

当事業で開発した技術は中敷型足圧センサの試作にも応用されています。 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 会津大学 

住    所： 〒965-8580（半角） 

福島県会津若松市一箕町大字鶴賀上居合９０ 

担  当  者： 上級准教授 荊雷 

担 当 部 署： コンピュータ理工学部 

E - m a i l： leijing@u-aizu.ac.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://isensing.u-aizu.ac.jp/ 


